
算数科（４年）シラバス  
 
  ☆ 学習の予定（全１５０時間） 

月 学習すること  
☆ 教科の目標 
数量や図形についての算数的活動を通して，

基礎的な知識と技能を身に付け，日常の事象に

ついて見通しをもち筋道を立てて考える能力を

育てるとともに，活動の楽しさや数理的な処理

のよさに気付き，進んで生活に生かそうとする

態度を育てます。 
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大 き な 数 （ 億 ・ 兆 ）  
円 と 球 ( 円 の 中 心 ･ 半

径 ･直 径 ･作 図 )  
わ り 算 （ 筆 算 ）  
１けたでわるわり算(余りあり) 
し り ょ う の 整 理  
角 (分 度 器 の 使 い 方 ･三

角 定 規 の 角 )  
 
三 角 形（二等辺三角形・正三

角形） 
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２けたでわるわり算(余りあり) 
面 積 （長方形・正方形） 
小 数   
 
が い 数 (四 捨 五 入 ･切 り

上 げ ･切 り 捨 て )  
折 れ 線 グ ラ フ  
式 と 計 算  
分 数  
ともなって変わる量 
 
４ 年 生 の ま と め  
 

 

 

☆ 第４学年の到達目標 
除法についての理解を深め，適切に用いることが

できるようにします。また，小数及び分数の意味や

表し方について理解できるようにするとともに，小

数の加法及び減法の意味について理解し，それらの

計算の仕方を考え，適切に用いることができるよう

にします。 
面積の意味について理解し，簡単な平面図形の面

積を求めることができるようにするとともに，角の

大きさの意味について理解できるようにします。 
図形を構成する要素に着目して，基本的な図形に

ついての理解を深めることができるようにします。

数量やその関係を式やグラフを用いて表したり考

察したりすることができるようにするとともに，目

的に応じて依存関係を調べたり分類整理したりする

ことができるようにします。 

☆ 評価について  
算数科では，次の４つの観点で評価します。 
① 算数への関心・意欲・態度 

「知識や技能などの有用さ及び数量や図形の性質や関係を調べたり,筋道を立てて考えたりする
ことのよさに気付き，進んで生活に生かそうとする。」→授業での様子，発表，提出物，ノート
等 

② 数学的な考え方 
「算数的活動を通して，数学的な考え方の基礎を身に付け，事象について見通しをもち筋道を立
てて考える。」→単元テスト，授業での様子，発表，ノート等 

③ 数量や図形についての表現・処理 
「整数や小数の計算が確実にでき，それらを用いるとともに，図形の面積を求めたり,図形を作図
したり，数量関係などを表したり調べたりする。」→単元テスト，小テスト等 

④ 数量や図形についての知識・理解 
「数量や図形についての感覚を豊かにするとともに，小数や分数の意味と表し方，面積の意味，
基本的な図形の意味及び数量の関係の表し方や調べ方を理解している。」→単元テスト等 



 
 
 
 
 


